
「校長の一言」
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度は 7 名の新入生を迎え、 4 月 8 日（水）に入学式が行われました。  

担任の石川先生を先頭に新入生が入場すると、会場内に温かい拍手が起こりま

した。  

その後、一人ずつ呼名を受けて、新入生全員が校長から入学を許可されました。

また、新入生を代表して大星俐乃さんが「学業に励むとともに、人間的な成長を

目指し、一生懸命努力することを誓います」と宣誓文を読み上げました。  

新入生はこれから始まる高校生活に緊張しながらも、期待に胸を膨らませてい

る様子でした。  

今年度も多数の来賓の方々、保護者の方々にご来場いただき入学式を執り行う

ことができました。ありがとうございました。  

北海道網走南ケ丘高等学校  定時制教育振興会事務局  
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初夏の爽やかな風が緑豊かな敷地内の木々を揺らす季節となりました。保護者の

皆様、そして地域の皆様には、日頃より本校定時制課程の教育活動に温かいご理解

とご支援をいただき、心より感謝申し上げます。  

日が沈み、街に灯りがともる頃、南ケ丘高校の２階では「学びの灯」が輝き始め

ます。本校の定時制には、昼間はそれぞれの職場で懸命に働く生徒、自らの目標に

向かって一歩を踏み出した生徒、そして「もう一度学び直したい」という強い意志

を持った生徒たちが集まっています。机に向かう生徒たちの様子を見ていると、そ

の真剣な眼差しにいつも胸を打たれます。昼間の疲れを感じさせず、限られた時間

の中で熱心に知識を吸収しようとする姿は、まさに「学びの本質」そのものです。

年齢や背景は違えども、同じ教室で互いを尊重し合い、切磋琢磨する姿は、定時制

ならではの尊い財産であると確信しています。  

入学式と始業式で、「自分の歩幅で、一歩ずつ進んでください」と伝えました。

働きながら、あるいは様々な環境の中で学ぶことは、決して簡単なことではありま

せん。しかし、昨日より今日、今日より明日へと一歩ずつでも前へ進もうとするそ

の努力こそが、未来を切り拓く確かな力になります。学校行事では、生徒会が中心

となって自分たちの居場所を自分たちの手でつくりあげている生徒たちを見て、今

後も全力で応援し、支えていきたいと強く思いました。  

南ケ丘定時制は、これからも生徒一人ひとりの可能性を信じ、心に寄り添う教育

を実践してまいります。保護者の皆様におかれましては、日々奮闘するお子様を一

番近くで温かく支えていただき、重ねて御礼申し上げます。今後とも、本校の教育

活動への変わらぬご理解とご協力を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。  

校長  髙  橋  昌  宏  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北海道網走南ケ丘高等学校  定時制  
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ご意見 ・ご質問等が ございましたら 、  

定時制 教頭（相馬）までお願いいたします 。 

令和 8 年度 定時制教育振興会総会 

  ４月２４日 (金 )に定時制教育振興会総会が開かれました。  
例年通り、①給食試食、②授業参観、③定時制振興会総会、④担任

と保護者の個別懇談会と言う流れで行われました。  
この日の給食はハヤシライスで、とてもおいしかったと試食された

保護者の皆様からご好評をいただきました。また、授業参観や担任と
の懇談を通して、学校生活や家庭生活に関する多くの情報交換を行う
ことができました。振興会総会についても、振興会役員の皆様、保護
者の皆様のご協力により、円滑に進行することができました。  
本校の教育活動は本会員の皆様からの会費と後援会員の皆様からの

ご支援により、円滑に運営させていただいております。教育振興会と
教職員一同は、定時制に学ぶ生徒を立派な社会人として育てるために
力を尽くしていきますので、今後とも変わらぬご支援ご協力をお願い
いたします。  
 

 ６月１８日 (木 )に薬物乱用防止教

室を行いました。今年度も昨年度に

引き続き、網走刑務所の教育専門官

を講師としてお招きしました。  

 薬物を勧められる場面を想定した

ペアワークなどを行い、薬物に手を

出ささないために必要なことを学習

しました。講師の先生のお話がとて

もわかりやすく、かつ面白くて、生徒

達は楽しく真剣に、薬物の乱用防止

に つ い て 学 習 す る こ と が で き ま し

た。  

 ５月 7 日 (木 )にキャリアアップ

授業（進路相談会）が行われまし

た。  

昨年度に続き、網走市総合体育

館で行われ、多くの専門学校や市

内事業所などが参加しました。生

徒は興味のある専門学校や企業を

回って熱心に説明を聞き、将来の

進路を考える良い機会となりまし

た。  

 ５月２４日 (日 )に北見北斗高校で、定体連オホーツク支部大会が行われました。今年度

はバドミントン部１２名の生徒が参加し、熱戦を繰り広げました。  

＜ 支 部 大 会 結 果 一 覧 ＞  

【  バ ド ミ ン ト ン 部  男 子  】      【  バ ド ミ ン ト ン 部  女 子  】  

○ 団 体 戦        優 勝       ○ 団 体 戦      優 勝                       

 ○ 個 人 戦                ○ 個 人 戦               

  ・ 平  中  碧  泉   優 勝        ・ 橋  本  ゆ  き   優 勝  

・ 城 戸 口  尚  輝   第 ３ 位       ・ 木  村  優  里   準 優 勝         

             ・ 青  山  心  柚   第 ３ 位  

   

 

 ６月２０日 (土 )から２１日 (日 )にかけて、札幌市でバドミントンの全道大会が行わ

れました。地区大会を勝ち抜いた選手たちが参加し、８月に開催される全国大会出場

をかけて戦いました。惜しくも全国大会出場は逃しましたが、普段の練習の成果を存

分に発揮することができました。  

 

 

  

＜ 全 道 結 果 一 覧 ＞  

【  バ ド ミ ン ト ン 部  男 子  】      【  バ ド ミ ン ト ン 部  女 子  】  

 ○ 団 体 戦        ベ ス ト ８     ○ 団 体 戦        ベ ス ト ４  

 ○ 個 人 戦                ○ 個 人 戦  

  ・ 平  中  碧  泉   ２ 回 戦 敗 退     ・ 木  村  優  里   ベ ス ト ８  

  ・ 城 戸 口  尚  輝   １ 回 戦 敗 退     ・ 橋  本  ゆ  き   ２ 回 戦 敗 退  

                     ・ 青  山  心  柚   １ 回 戦 敗 退  

本校定時制
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ホームページアドレス  

http://www.abanan.hokkaido -c.ed.jp/teiji/ 

金谷  萌花  養護教諭  

出身：千葉県   
趣味：北海道の道の駅巡り   
モットー：千里の道も一歩から  
一言：今年度からよろしくお願いし  

ます。  

相馬  大悟  教頭  

出身：青森県弘前市  

趣味：スキー  

モットー：自分次第でいつでも  

人は変われる   

一言：南定がこれからも網走の地に  

根ざし、長く愛される存在と  

して地域に貢献できるよう、  

誠心誠意、教育活動に取り組  

んで参ります。今後ともよろ  

しくお願い申し上げます。  

髙橋  昌宏  校長  

出身：北海道札幌市  
趣味：人間観察  
モットー：人生を熱く、優しく！   
一言：初めてのオホーツク管内での勤務

となりますが、気持ちの良い挨拶
や心優しい気配りをしてくれる生
徒の皆さんと接し、「南定」で働け
ることに誇りを感じています。「自
分自身を大切にしてください。皆
さんは世界に１人しかいない欠け
がえのない存在です。そして、そ
の自分と同じくらいに周りの人も
大切にすることを心がけてくださ
い。  

 

 


